
議会だより
9月定例会No.150平成25年11月1日

発行：岐阜県池田町議会

★9 月定例会 ２～4p
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平成24年度
決算を認定 

第 3 回
定例会 平成24年度

決算を認定 
9 月 6 日
▼
9 月13日

〈一般会計〉	 歳　入  　　　　　　（前年対比1.5％減）

	 歳　出  　　　　　　（前年対比1.5％減）

〈特別会計〉		7会計及び事業会計認定

8 1億1 2 0 7万円
7 6億9 7 6 5万円

農業集落排水
3.6

温泉施設  3.1

公共下水道
8.7

北部簡易水道 0.7

南部簡易水道 0.6

後期高齢者医療 2.0

水道事業会計（収益的支出）2.0億円

一般会計
76.9

歳出
（単位：億円）

国民健康
保険
22.2

農業集落排水
3.6

温泉施設  3.1

公共下水道
8.7

北部簡易水道 0.8
南部簡易水道 0.7

後期高齢者医療 2.0

水道事業会計（収益的収入）2.3億円

一般会計
81.1

歳入
（単位：億円）

国民健康
保険
22.9

◎24年度決算の認定	 9 件
◎25年度補正予算	 9 件
◎池田町民の歯と口腔の健康づくり推進
　条例（平成25年10月 1 日から施行）	 1 件
◎人事案件	 2 件
◎指定金融機関の指定	 1 件
◎水道事業会計未処分利益剰余金
　の処分	 1 件
◎道州制導入に断固反対する意見書提出
　（追加議案）

賛成多数で原案可決

9 月議会の内容
★
選
挙
管
理
委
員

　
　

國
枝　
　

清
（再）	

　

段　

　
　

香
田
九
十
九
（再）	

粕
ヶ
原

　
　

坪
井　

秀
人
（再）	

藤　

代

　
　

山
田　
　

勇
（新）	

市　

橋

★
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

河
村　

壽
美
（再）	

願
成
寺

　
　

窪
田　

康
子
（再）	

田　

中

　
　

河
本　

幸
子
（再）	

白　

鳥

　
　

竹
中　

保
子
（新）	

片　

山

★
固
定
資
産
評
価
委
員

　
　

河
野　

和
通
（新）	

宮　

地

人
事
案
件

（
敬
称
略
）

8 1億1 2 0 7万円
7 6億9 7 6 5万円
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　　指定金融機関の指定について　　

　町の指定金融機関を平成25年10月16日から（ 2年間）いび川農業協同組合池田支店に指定。

監査委員の決算審査意見

　一般会計・特別会計の決算はいずれも誤りなく、帳票及び諸帳簿類等もよく整備され会計・経理

は適正であった。

　池田町の平成24年度の財政運営に関しては、住民への情報開示や長期的な視野に立った経営的発

想等きわめて適切であったと言える。

　又特別会計や第三セクターについても、合理的、適正化に向けて努力され、監査委員としてもそ

の姿勢を高く評価する。

　問題は「忍び寄る高齢化」に対して積極的な対応が大切な時代に入ったと言える。

　現在町長が主導しておられる医療機関の誘致は、「福祉の町」に相応して時宜を得たもので、住

民からも高い評価が得られると思われ、今後もこのような高齢者福祉分野への対応に先手を打って

推進されることを切望する。

〈24年度健全化判断比率〉

◎実質赤字比率	 （黒字決算のため該当なし）

◎連結実質赤字比率	 （黒字決算のため該当なし）

◎実質公債費比率	 10 .7％（昨年11 .8％→1.1％改善）

◎将来負担比率	 59 .8％（昨年61 .4％→0.1％改善）

〈24年度資金不足比率〉
◎北部簡易水道事業特別会計資金不足比率
◎南部簡易水道事業特別会計資金不足比率
◎農業集落排水事業特別会計資金不足比率
◎公共下水道事業特別会計資金不足比率
◎温泉施設特別会計資金不足比率
◎水道事業会計資金不足比率

（全て黒字
決算で該当
無し）

		平成24年度国民健康保険特別会計決算		

　　歳　入	 22億97百万円
	 （前年度対比　2.74％増）

　　歳　出	 22億18百万円
	 （前年度対比　2.11％増）

		平成25年度一般会計補正予算		

3 億 8 百万円を追加して総額77億 3 千万円

歳入の主なもの	 繰越金	 2 億47百万円
	 町　債	 37百万円

歳出の主なもの	 財産管理費（積立金）	 1 億 8 千万円
	 土木費	 74百万円

	（H24実質収支）	−	（H23実質収支）	＋
	 79,172千円	 −	 63,840千円	 ＋
	（基金積立金）	 −	（基金取崩金）	
	 21千円	 −	 0 千円
　＝	（実質単年度収支額）
　＝			15,353千円（黒字）
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		揖 斐 広 域 連 合 議 会 臨 時 会 補 正 予 算			

2 千 3 百万円を増額して61億 2 千万円とする。

歳入の主なもの　国庫支出金（介護給付費負担金）　 1 千 2 百万円
歳出の主なもの　諸支出金（国庫支出金等償還金）　 1 千 6 百万円

道州制導入に断固反対する意見書（抜粋）

追加議案・賛成多数で可決
　我々町村は、これまで国民の生活を支えるため、食
料供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守
り、自然を活かした地場産業を創出し、住民とともに
個性あるまちづくりを進めてきた。それにもかかわら
ず、効率性や経済性を優先し、地域の伝統や文化、郷
土意識を無視してつくり上げる大規模な団体は、住民
を置き去りにするものであり、到底地方自治体と呼べ
るものではない。多様な自治体の存在を認め、個々の
自治体の活力を高めることが、ひいては、全体として
の国力の増強につながるものであると確信している。
　よって、我々池田町議会は、道州制の導入に断固反
対する。

提　出　先

衆議院議長　　　伊吹　文明　様
参議院議長　　　山崎　正昭　様
内閣総理大臣　　安倍　晋三　様
内閣官房長官　　菅　　義偉　様
総務大臣　　　　新藤　義孝　様

養老鉄道・養老線の収支推移

内装工事が順調に進んでいる。

（単位：百万円）

Ｈ23 Ｈ24

営業収入 1,032 1,011

旅客収入 1,007 986

定期外 422 413

定　期 585 573

通勤定期 320 312

通学定期 265 261

その他 25 25

営業費用 1,961 1,939

人件費 701 692

修繕費 2 2

経　費 1,253 1,242

諸　税 1 1

減価償却費 4 2

営業損益 △	929 △	928

営業外損益 5 5

経常損益 △	924 △	923

営業係数 190 191

※営業係数とは、100円の収入を得るために必要な費用。

9 月12日

八幡小学校校舎改築工事現場視察	 9月 9日

　学校教育課・設計事務所・施工業者の案内と説明で
工事の進み具合などを研修しました。
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■	

総
務
建
設
産
業
委
員
会	

■

問□　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

の
内
容
は
。

答□　
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
な
ど
の

生
産
に
、
新
た
に
携
わ
っ

た
町
内
の
2
名
の
方
に
農

業
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
間
、
給
付
金
の
交
付

を
行
う
国
の
事
業
。

□

問□　
土
地
開
発
公
社
の
今
後
の

あ
り
方
は
。

答□　
現
在
保
有
土
地
の
簿
価
総

額
を
縮
減
す
る
た
め
、
29

年
度
末
の
保
有
比
率
を
10

㌫
下
げ
、
そ
の
後
5
カ
年

か
け
事
業
用
地
の
解
消
に

努
め
て
い
き
、
公
社
を
解

散
す
る
よ
う
計
画
し
て
い

く
。

問□　
産
地
づ
く
り
事
業
補
助
金

の
目
的
は
。

答□　
新
た
な
品
目
に
よ
る
特
産

品
づ
く
り
に
向
け
て
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
に
補

助
す
る
も
の
で
、
将
来
的

に
は
西
美
濃
夢
源
回
廊
と

の
関
連
も
あ
る
の
で
、
大

津
谷
公
園
と
一
体
化
す
る

な
ど
し
て
町
の
観
光
開
発

に
結
び
付
け
た
い
。

問□　
町
営
住
宅
の
管
理
状
況
は
。

答□　
退
去
さ
れ
た
場
合
は
取
り

壊
し
て
い
き
、
将
来
的
に

は
集
中
管
理
し
て
い
き
た

い
。
規
定
に
従
い
入
居
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

規
定
を
順
守
し
て
い
た
だ

く
よ
う
徹
底
し
、
滞
納
者

に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た

態
度
で
臨
ん
で
い
く
。

問□　
町
水
道
施
設
の
年
間
有
収

水
量
確
保
へ
の
対
応
は
。

答□　
深
夜
使
用
水
量
が
最
小
と

な
る
時
間
帯
に
お
け
る
流

量
を
中
央
監
視
盤
で
確
認

し
、
一
定
以
上
の
水
量
が

流
れ
て
い
る
場
合
は
漏
水

が
疑
わ
れ
る
の
で
、
デ
ー

タ
を
監
視
し
て
判
断
し
て

対
処
し
て
い
く
。

問□　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
接

続
率
が
低
い
地
区
が
あ
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答□　
主
に
高
齢
者
世
帯
が
他
の

地
区
よ
り
多
い
こ
と
に
よ

り
、
将
来
的
な
こ
と
を
考

慮
し
て
接
続
し
て
い
た
だ

け
な
い
と
考
え
る
。

問□　
池
田
温
泉
施
設
浴
槽
清
掃

委
託
料
の
内
訳
は
。

答□　
毎
日
の
営
業
前
や
夜
間
、

更
に
は
定
休
日
に
浴
槽
、

サ
ウ
ナ
、
ロ
ビ
ー
、
ト
イ

レ
、
脱
衣
場
な
ど
の
清
掃

や
床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を

含
ん
だ
も
の
で
、
今
後
と

も
全
体
的
に
見
直
し
を
す

る
な
か
、
節
約
に
努
め
て

い
く
。

問□　
野
生
生
物
保
護
管
理
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

答□　
シ
カ
の
増
加
率
が
高
い
の

で
、
県
の
許
可
の
も
と
、

従
事
者
に
報
奨
金
を
出
し

て
駆
除
す
る
も
の
。

問□　
徳
谷
の
土
砂
堆
積
箇
所

（
小
寺
・
山
洞
地
内
）
へ

の
対
応
は
。

答□　
現
場
は
土
砂
が
堆
積
し
や

す
い
形
状
で
あ
り
、
土
砂

の
除
去
に
つ
い
て
は
関
係

機
関
へ
依
頼
し
て
い
る
。

問□　
ふ
る
さ
と
支
援
ま
ち
づ
く

り
寄
付
金
の
内
容
は
。

答□　
寄
付
金
制
度
は
平
成
20
年

度
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

今
回
は
寄
付
者
の
希
望
も

あ
る
の
で
養
老
鉄
道
の
活

性
化
等
に
充
当
す
る
。

質疑　　
あれこれ
9 月議会に上程された議案の中から
主な質疑を要約してお知らせします。

流量を中央監視盤で確認（水道課）
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■	
民
生
文
教
委
員
会	

■

問□　
池
田
町
民
の
歯
と
口
腔
の

健
康
づ
く
り
推
進
条
例
制

定
の
主
旨
は
。

答□　
歯
と
口
腔
の
健
康
を
保
持

す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
習

慣
病
や
介
護
の
予
防
、
食

育
の
推
進
等
を
図
り
健
康

づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
も
の
で
、

障
が
い
が
あ
る
方
や
介
護

を
必
要
と
す
る
方
な
ど
へ

の
訪
問
は
、
関
係
機
関
で

検
討
す
る
。

問□　
総
合
相
談
事
業
の
な
か
の

結
婚
相
談
の
成
果
は
。

答□　
こ
こ
1
〜
2
年
で
は
成
果

は
な
い
が
、
昨
年
5
月
に

開
催
し
た
ス
ポ
ー
ツ
婚
活

で
は
男
女
各
21
名
が
参
加

し
、
カ
ッ
プ
ル
が
2
組
誕

生
し
て
い
る
。
今
年
も
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
で
開

催
予
定
。

問□　
昨
年
開
催
の
国
体
の
総
括

は
。

答□　
総
合
体
育
館
や
自
治
会
館

な
ど
の
施
設
の
充
実
が
図

ら
れ
た
。
ま
た
国
体
を
契

機
に
町
民
の
体
力
向
上
や

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

に
効
果
が
あ
り
、
更
に
は

民
泊
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
応
援
に
も
力
が
入

り
、
ま
た
町
民
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
な
ど
、
幅
広
く

い
い
影
響
が
あ
っ
た
の
で
、

今
後
の
町
政
に
も
生
か
し

て
い
き
た
い
。

問□　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

替
え
計
画
は
。

答□　
毎
日
2
、
7
0
0
食
を
つ

く
っ
て
お
り
、
機
器
等
も

含
め
、
建
物
も
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
検
討
中
で
あ

り
、
年
内
に
は
方
向
付
け

を
し
た
い
。

問□　
過
日
の
大
雨
の
際
、
教
育

委
員
会
の
対
応
は
。

答□　
警
報
が
出
た
時
は
自
宅
待

機
す
る
な
ど
の
基
準
に
従

い
判
断
し
て
い
る
が
、
状

況
に
よ
っ
て
は
各
学
校
で

判
断
す
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
る
。

問□　
南
部
公
園
植
栽
工
事
、
ふ

じ
棚
の
内
容
と
今
後
の
管

理
は
。

答□　
長
さ
10
・
5
メ
ー
ト
ル
、

幅
6
メ
ー
ト
ル
の
鉄
骨
製

で
、
植
栽
の
手
入
れ
に
つ

い
て
は
管
理
人
が
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
適
正
管

理
に
努
め
た
い
。

問□　
八
幡
小
学
校
校
舎
空
調
設

備
配
管
工
事
の
内
容
は
。

答□　
天
井
裏
な
ど
、
今
後
エ
ア

コ
ン
取
り
付
け
の
際
、
二

度
手
間
に
な
ら
な
い
よ
う

に
先
行
し
て
行
う
工
事
。

問□　
揖
斐
川
河
川
敷
の
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
熱
中
症

予
防
の
た
め
に
、
水
道
施

設
や
日
よ
け
を
設
置
で
き

な
い
か
。

答□　
仮
設
の
ト
イ
レ
な
ど
は
設

置
で
き
る
が
、
固
定
の
構

造
物
は
国
土
交
通
省
の
許

可
が
難
し
い
。
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
池

田
公
園
の
多
目
的
グ
ラ
ン

ド
を
拡
張
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

コートと観覧席が一体となった昨年の国体
（総合体育館）

築後35年経過した学校給食センター
（草深地内）

本年12月完成予定の八幡小学校校舎改築
工事（空調用ダクト）

仮設トイレしかない広域グランド（杉野地内）
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一 般 質 問

まちづくり応援団の結成について

渡辺幸一 議員

　

地
域
づ
く
り
事
業
等
に
住
民
の

知
恵
や
提
案
を
生
か
す
た
め
各
地

域
で
住
民
主
体
の
組
織
を
結
成

し
、
定
期
的
な
検
討
会
を
開
き
活

動
す
る
た
め
の
応
援
団
に
ま
ち
づ

く
り
事
業
補
助
金
を
創
設
し
、
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
考
え
は
。

町　

長

　

当
町
に
お
い
て
、
町
づ
く
り
条

例
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
も
議
論
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
提
案
を
受
け

て
、
制
定
し
た
。

　

一
つ
の
例
と
し
て
、文
化
祭
は
、

ど
こ
の
町
村
で
も
町
が
主
体
に
な

り
開
催
し
て
い
る
が
、
当
町
は
文

化
連
盟
が
主
体
で
開
催
し
て
い

る
。
今
年
で
26
回
に
な
り
補
助
金

は
毎
年
60
万
円
交
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
も
活
動
支
援
体
制
を
す
る
た
め

の
補
助
金
要
綱
を
つ
く
り
、
平
成

18
年
に
３
０
０
万
円
の
予
算
を
上

程
し
審
査
を
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
今
後
も
進
め
て
い

く
。

　

各
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
直
近
の
例
と
し

て
、
宮
地
地
区
の
ク
ラ
フ
ト
展
に

も
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要

請
が
出
れ
ば
、
渋
る
こ
と
な
く
、

き
ち
ん
と
支
援
し
て
い
く
。
そ
し

て
、
一
緒
に
な
り
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
多

く
の
公
共
施
設
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
は
１
０
０
％
発
生

す
る
こ
と
が
確
実
な
、
緩
や
か
な

災
害
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
当
町

に
お
い
て
も
池
田
温
泉
で
天
井
が

落
下
し
、
け
が
人
が
出
た
事
案
が

あ
る
。
池
田
温
泉
は
、
当
町
の
観

光
施
設
の
目
玉
で
あ
る
。
そ
の
施

設
で
あ
る
本
館
棟
は
築
17
年
が
経

過
し
、
建
物
は
22
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
が
、
温
泉
の
心
臓
部

で
あ
る
、
ろ
過
装
置
、
ボ
イ
ラ
ー

は
更
新
の
時
期
に
き
て
い
る
と
思

う
。他
に
も
公
共
施
設
が
あ
る
が
、

計
画
的
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の

か
、
緊
急
に
必
要
な
補
修
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
か
、
現
状
と
今
後

の
対
応
は
。

町　

長

　

池
田
温
泉
の
ろ
過
機
に
つ
い
て

は
、
毎
年
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施

し
て
い
る
。
ボ
イ
ラ
ー
設
備
に
つ

い
て
は
、
更
新
の
時
期
に
き
て
い

る
の
で
考
え
て
い
く
。
他
の
施
設

に
つ
い
て
は
全
て
の
施
設
が
昭
和

50
年
代
に
建
設
さ
れ
、
緊
急
性
の

高
い
順
に
対
策
し
て
い
く
。
多
く

の
予
算
を
投
入
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
た
め
、
慎
重
に
財
政
計
画
と

あ
わ
せ
実
施
し
て
い
く
。加
え
て
、

道
路
関
係
、
特
に
長
大
橋
が
38
橋

あ
る
。
免
震
対
策
を
含
め
、
長
寿

命
化
を
図
る
時
期
に
き
て
い
る
。

災
害
時
に
、
安
全
で
安
心
し
て
い

た
だ
け
る
対
策
を
考
え
て
い
く
。

公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

昨年の文化祭の様子（中央公民館）

美濃国山麓クラフト展
（大津谷公園一帯）

池田温泉本館機械室内部の状況

橋の老朽化対策が急務（八幡地内）
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町
の
小
中
学
生
の
学
力
は
県
内

他
市
町
村
や
全
国
平
均
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
な
水
準
と
把
握
し
て

い
る
か
。

町　

長

　

す
べ
て
の
小
学
校
で
30
人
学
級

体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教

育
内
容
の
充
実
を
は
か
っ
て
き

た
。
４
年
ぶ
り
の
学
力
テ
ス
ト
は

非
常
に
良
い
こ
と
と
考
え
る
。
ま

た
、
結
果
は
公
表
し
て
い
く
べ
き

と
思
っ
て
い
る
。

　

池
田
町
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り

が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
思
い

描
き
、
地
域
全
体
で
「
教
育
力
」

を
支
え
る
社
会
的
気
運
を
高
め
て

い
く
た
め
に
も
、
今
回
の
結
果
と

今
後
の
対
策
を
具
体
性
を
持
っ
て

公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

テ
ス
ト
の
結
果
を
す
ぐ
に
振
り
返

ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
っ

た
か
。

教
育
長

　

序
列
化
や
過
度
な
競
争
を
招
き

か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
か
ら
、
具

体
的
な
公
開
は
差
し
控
え
る
。
10

月
中
に
は
町
全
体
の
分
析
、考
察
、

学
力
向
上
の
為
の
改
善
策
を
ま
と

め
て
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
説
明
責
任
を

果
た
し
た
い
。
テ
ス
ト
の
結
果
を

す
ぐ
に
振
り
返
ら
せ
る
対
応
は
し

て
な
か
っ
た
が
、
４
ヶ
月
後
に

届
い
た
結
果
を
踏
ま
え
て
個
別
に

確
認
し
合
い
な
が
ら
学
力
向
上
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

全国学力・学習状況調査について
　〜PDCAサイクルで学力向上を！〜

牧村範康 議員

　

部
活
動
の
外
部
指
導
者
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
援

助
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か

し
、
実
質
指
導
者
は
運
動
系
で
14

名
、
文
化
系
で
は
外
部
指
導
者
は

な
し
。
部
活
の
数
か
ら
す
れ
ば
、

圧
倒
的
に
人
数
が
足
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
広
く
「
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
人
材
バ
ン
ク
」
を
町
内
も
し

く
は
広
域
で
設
置
し
て
、
指
導
研

修
や
資
格
認
定
を
行
い
部
活
動
に

対
す
る
考
え
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
他
市
町

の
よ
う
に
町
費
で
指
導
者
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
検
討
で
き
な
い
か
。

そ
の
結
果
、
教
師
の
教
科
の
指
導

が
一
層
充
実
す
る
と
考
え
る
が
。

町　

長

　

土
日
の
指
導
や
遠
征
は
先
生
方

に
相
当
負
担
が
か
か
る
た
め
、

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
が
応

援
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
池

田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
派
遣

も
あ
り
、
非
常
に
良
い
連
携
が
と

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
い
ろ
ん

な
体
制
を
と
り
な
が
ら
進
め
た

い
。
町
費
で
の
雇
用
は
し
な
い
。

教
育
長

　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
充
実
・

強
化
す
る
方
向
で
い
き
た
い
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
確
立
し
て
い
る
秋

田
県
（
６
年
連
続
１
位
）
モ
デ
ル

の
導
入
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
県

も
あ
る
が
、
池
田
町
と
し
て
も
導

入
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
昨
年
全

国
２
位
の
福
井
県
へ
研
修
に
行
っ

た
。
ま
た
、
岐
阜
県
の
学
力
向
上

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
出
席
し
て
き
た

の
で
、
来
年
度
は
確
実
に
学
力
が

向
上
す
る
方
策
を
実
践
す
る
。
保

護
者
に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

要
望
：
昨
今
、
話
題
に
な
っ
て
い

る
各
学
校
の
冷
房
化
に
つ
い
て
、

私
は
学
力
向
上
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
考
え
る
。
早
急
に
学
習
環

境
整
備
に
努
め
て
欲
し
い
。

部
活
動
の
社
会
化
に
つ
い
て

　
　
　
〜
外
部
指
導
者
の
充
実
を
〜

小　学　校 中　学　校

H19年

国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B
全　国 82 .2 62 82 .1 63 . 6 全　国 81 .6 72 71 .9 60 . 6
岐阜県 81 .7 66 81 .6 64 . 3 岐阜県 83 .2 76 75 .8 65 . 3
池田町 岐阜県レベル 池田町 岐阜県レベル

　

H20年

国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B
全　国 65 .4 50 .5 72 . 2 51 . 6 全　国 73 .6 60 .8 63 . 1 65 . 4
岐阜県 65 .0 53 .2 70 . 4 52 . 1 岐阜県 75 .7 65 .3 66 . 9 65
池田町 岐阜県レベル 池田町 全国レベル

H21年

国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B
全　国 69 .9 50 .5 78 . 7 54 . 8 全　国 77 .0 74 .5 62 . 7 56 . 9
岐阜県 69 .2 51 .0 77 . 2 54 . 7 岐阜県 79 .1 78 .5 65 . 8 62 . 7
池田町 岐阜県レベル 池田町 岐阜県レベルより少し上

H22、23年度は実施なし。24年度は小学校 1校のみ実施（平均レベル）、中学は実
施なし。

H25年

国語A 国語B 算数A 算数B 国語A 国語B 数学A 数学B
全　国 62 .7 49 .4 77 . 2 58 . 4 全　国 76 .4 67 .4 63 . 7 41 . 5
岐阜県 61 .3 49 .1 76 . 2 56 . 0 岐阜県 77 .1 70 .2 66 . 6 45 . 7
池田町 岐阜県レベル 池田町 全国レベル

具体性のない学力状況調査の記録

（計画・実施・点検・処置）
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一 般 質 問

発
電
基
地
の
さ
ら
な
る
活
用
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
野
球
競
技
へ
の

活
用
な
ど
見
通
し
は
。

町　

長

　

関
係
機
関
に
強
力
に
お
願
い
し

て
、
5
年
を
め
ど
に
努
力
す
る
。

河
道
が
80
㎝
か
ら
1
ｍ
下
が
る
の

で
、
水
位
は
40
㎝
か
ら
50
㎝
下
が

る
。
南
部
公
園
に
つ
い
て
は
、
早

く
水
の
問
題
を
解
決
し
て
多
く
の

方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
。

杭
瀬
川
改
修
の
見
通
し
と

南
部
公
園
の
機
能
に
つ
い
て

　
　
　
水
位
計
の
解
消
要
請
中
！

　

東
日
本
大
震
災
は
、
平
日
の
昼

間
に
発
生
し
、
働
き
手
の
多
く
は

家
を
空
け
て
働
き
に
出
て
い
ま
し

た
。
災
害
後
の
復
旧
の
中
で
、
地

元
シ
ニ
ア
の
方
が
連
携
し
て
、
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
シ
ニ

ア
男
性
の
一
部
に
は
、
料
理
教
室

を
利
用
し
て
、
食
事
を
人
任
せ
に

せ
ず
、
自
分
で
き
ち
ん
と
管
理
し

て
、
高
齢
社
会
の
自
分
管
理
に
備

え
た
り
、
趣
味
と
し
て
仲
間
づ
く

り
を
す
る
人
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

仙
台
市
の
料
理
サ
ー
ク
ル
『
仙
台

男
子
厨
房
に
入
ろ
う
会
』
の
メ
ン

バ
ー
が
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
で

災害時に備えて、シニアパワー
を活用した組織づくりを
シニアの豊富な経験で人とのつながりを！

竹中芳弘 議員

百
数
十
人
の
サ
ラ
ダ
と
汁
物
を
提

供
し
、
大
鍋
を
取
り
扱
い
、
男
な

ら
で
は
の
力
仕
事
を
連
携
し
て
行

い
、
緊
急
時
の
食
事
提
供
に
大
き

な
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
消
防

庁
に
よ
る
と
、
１
９
９
０
年
ま
で

１
０
０
万
人
い
た
消
防
団
員
は

２
０
１
２
年
に
は
87
万
人
に
減
少

し
て
お
り
、
少
子
・
高
齢
化
に
加

え
て
、
就
労
形
態
の
変
化
で
若
年

層
の
会
社
勤
め
が
ふ
え
て
、
団
員

の
平
均
年
令
は
35
歳
か
ら
39
歳
に

上
が
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
事

か
ら
、
各
地
の
消
防
団
で
は
シ
ニ

ア
を
積
極
的
に
活
用
す
る
試
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
シ
ニ
ア
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
知
識
は
宝
で
す
。
町
に

お
い
て
も
シ
ニ
ア
の
力
を
借
り
た

防
災
組
織
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

町　

長

　

各
地
域
の
46
集
落
、
区
長
さ
ん

を
中
心
に
自
主
防
災
組
織
の
中
に

入
っ
て
も
ら
い
、
シ
ニ
ア
部
隊
を

結
成
し
て
も
ら
う
事
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
の
杭
瀬
川
改
修
は

下
流
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
赤
坂

大
橋
下
流
７
０
０
ｍ
、
上
流
５
５

０
ｍ
の
河
道
掘
削
と
底
下
護
岸
工

事
、
さ
ら
に
宇
留
生
堰
の
調
査
設

計
費
の
予
算
も
決
ま
り
ま
し
た
。

5
年
以
内
に
南
部
公
園
付
近
ま
で

改
修
が
進
む
と
思
う
が
、
見
通
し

と
、
水
位
の
低
下
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
ま
た
南
部
公
園
の
太
陽
光

男性の料理教室好評（西公民館）

杭瀬川改修始まる（赤坂地内）

南部公園の太陽光発電基地
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日
本
経
済
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
景
気
が
少
し
ず
つ

回
復
に
向
か
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
ま
た
清
流
国
体
か

ら
1
年
が
経
過
し
、
11
月
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
リ
ー

グ
が
開
催
さ
れ
、
池
田
町
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
国
体
で
得
た
「
お
も
て
な
し
の

心
」
と
「
地
域
の
絆
」
こ
の
2
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
こ
れ

か
ら
も
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
「
住
ん
で
良
か
っ
た
池
田

町
」
に
町
民
の
皆
様
と
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

も
、
正
し
い
情
報
を
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
知

ら
せ
で
き
る
様
、
委
員
一
同
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
議
会
広
報
編
集
委
員　

渡
辺
幸
一
）

ナス作りとの出会いは！

　現役時代の休日は趣味の釣りをして楽しんでいましたが、定年を迎えて、毎日となると飽き

てしまい、そんな時に先輩から『ナス』の栽培講習会の話しを聞き、父親や地域の先輩の話し

を聞き、父の道具をもとに栽培を始めました。

これから目標と夢は何ですか！

　『いび川夏秋ナス』の歴史は20年以上あり、

早起きは「 3文の徳」の諺の通り健康のため

にも栽培と収穫をして、消費者の方に喜んで

もらいたい。『北村のナスは安心安全でおい

しい』と評価してもらい、第 2の人生を悔い

のないように『ナス』の如く、無理、無駄が

なく、太く長く楽しみながら『ナス』を作っ

ていきたい。子供達も楽しく「ナス」刈り教室

大きく育った自慢の「ナス」

き
ら
り

今回は、池田町下東野に在

住の地産地消をめざしてナ

スの生産農家としてガン

バッておられる北村一見さ

んを紹介します。


